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現代青年の社会不安意識と宗教的態度に関する構造分析
丸山久美子
A Structural Approach to Social Anxiety and Religious Attitudes 
of J apanese Y outh 
Kumiko MARUYAMA 
Presented here are results obtained from an analysis of social anxiety among J apanese male 
and female college students， medical students， nursing students， theological students and Buddh-
ist students. The questionnaire method was used to determine attitudes toward the increasing 
population of the old， international conflict， increased divorce rate， deficit spending， etc. 
Responses to individual questions were subjected to Hayashi's Quantification II (Pattern 
Analysis). Anxiety related to religious attitudes revealed some characteristics which would seem 
to be peculiar to youth in modern J apan. These characteristics and their background are discus-
sed from the viewpoint of psycho-analytical considerations. 
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まず，各集団を a 一般の男子大学生 b 一般の女子大学生 c 看護学生 d 医学生 e
:仏教学僧カトリック・プロテスタントキリスト教神学生とする O この6集団についての宗










Table 1. Choice of rWay of livingJ 
Ehト〈:!P a b C d e 
1.快 楽 志、 向 19 14 13 14 12 
2.革 メロ』1 τdじとρ 向 38 30 38 29 38 
3.宗 教 ，亡己と、 向 7 12 1 12 12 
4.成り行き志向 33 44 38 45 38 
不 明 3 1 。 。 1 
(註) 表中の数字は比率(四捨五入)をあらわす。全集団の総数は892人
a 一般男子大学生， Male College Students N =265 
b 一般女子大学生， Female College Students N =240 
c 看護学生， N ursing Students N = 90 
d 医学生， Medical Students N = 104 
e 仏教学僧， Buddhist Students N = 130 
キリスト教(カトリック・プロテスタント)神学生 N=63 
Theology Students 




















字架などの religiouscharm (お守り)，又は talismanの所持として問いかければもう少し異なっ
た回答となったかもしれない。これらの結果について興味深いのは医学生にこの種のお守りの所持













Table 3. Percent 01 items on religious behavior 宗教的行動の諸相
宗教行動 a b C d e 
1.初詣，法事，聖日礼拝 58 67 73 66 85 73 
2.祈 り， 号員j室L キ壬 18 34 27 18 90 92 
3.聖書，経典を読む 19 27 18 10 91 98 
4.お守りの所持 32 40 35 48 52 13 
5. 自然崇拝(日の出，日没) 41 50 41 29 62 78 












週刊誌に，その解説や方法などがのっているのをみかける o 1986年 1月の毎日新聞の調査でも20代
では 2人に 1人は占を信じ，しかも， 20代前半は60%，後半は47%と大差があり，さらに男子26%
に対し女子40%で女性の方が占を信ずる率は高い。 20代前半の青年層，ことに女性層が不安定な精
神的な悩みを抱えやすく，それを占や新興宗教に支えをみい出すきわめて世紀末的な状況下におか
Table 4. Religious attitude 
宗教的態度 尺度 a b C d e 
1.宗教にはいろいろあり，それぞれ立 賛成 44 53 44 50 45 16 
場がちがうが，結局は一つのことを説い
中立 37 32 40 33 22 19 ている
反対 19 17 16 18 34 64 
2.神仏を信じるのは，弱さのあらわれ 賛成 27 21 17 22 17 11 
だ
中立 40 34 37 37 16 10 
反対 32 45 45 41 67 88 
3. どんなに科学が進んでも，人間は信 賛成 22 23 13 18 64 88 
仰がなければ幸せになれない
中立 38 45 44 49 27 3 
反対 40 31 42 34 8 8 
Table 5. Some kinds of prediction techniques for fate 
運勢判断 a b C d e 
1.手 キ目 6 20 19 9 15 6 
2.易，占，おみくじ 39 62 52 47 45 6 
3. トランプ，カード占 18 52 37 16 19 5 
4.星 占 35 76 78 37 24 6 





Table 6 -aは12項目に分けられた社会問題についての不安の程度を示したものであるO 安心出
来る項目は全く皆無で，全ての問題に不安感を示していることが分る。
Table 6皿 a The anxiety of current social problems 
ltems F彦ミ芝 a b C d e f 
Increasing population ratio of the old 不安 76 83 89 90 81 72 
A 老年人口比率の増大 中間 12 9 3 9 12 13 
~JL' 、 12 9 8 2 6 16 
Energy， resources and food shortages 不安 86 85 84 84 84 86 
B 資源，食糧不足 中間 6 6 9 12 8 6 
~Jレ、 7 9 7 4 9 9 
Depression， bankruptey unemployment 不安 77 74 71 68 70 77 
C 不況，失業，倒産 中間 13 15 20 20 19 13 
安心 10 11 9 12 1 10 
International conflict 不安 77 61 86 77 78 70 j 
D 国際間の利害対立 中間 14 23 12 17 12 14 
安心 9 19 1 6 10 16 
Rapid increase of world population 不安 74 78 65 64 69 
E 世界人口の激増 中間 16 15 24 30 18 22 
~Jレ、 11 8 11 6 14 24 
Increased egoism， generation gap 不安 56 57 53 64 61 72 
F エゴイズムの増大，世代間の断絶 中間 30 24 31 26 29 19 
安{心、 15 18 14 11 10 9 
Youth delinquency 不安 46 59 49 52 56 66 
G 青少年の非行化 中間 31 23 30 32 25 22 
~JL、、 24 18 21 16 20 11 
Increased divorce rate 不安 41 52 48 39 43 72 
H 離婚の増加 中間 30 27 27 40 38 13 
安心 29 21 25 21 20 16 
Increased deficit spending 不安 54 49 46 51 55 56 
国家の財政赤字の増大 中間 28 36 38 34 35 25 
ZムeJL、、 18 16 15 16 10 19 
Health and medical problem 不安 54 56 78 57 60 66 
健康，医療制度問題 中間 24 25 14 27 25 19 I 
女」司心、 21 20 8 16 15 15 
Keep competition in entrance to school 不安 58 67 60 43 38 73 
K 受験競争の激化 中間 19 19 20 35 16 16 
女{心、 23 14 20 23 25 
Family violence 不安 50 59 54 43 59 76 
L 家庭内暴力の頻発 中間 23 23 27 37 23 18 I 













Table 6-b Average values ofanxiety degree over groups 
ltems a b C d e 
不 女，....L屯 62.4 65.0 65.3 61. 0 62.8 70.0 
中 間 20.6 19.8 21. 5 26.1 23. 1 16.4 
安 JL、 17.0 15.2 13.2 12.9 14.1 13.6 
Table 6-c Percent of anxiety degree over groups and items 
ltems a b C d e 全体|
A 76 83 89 90 81 72 81. 8 
B 86 85 84 84 84 86 84.8 
C 77 74 71 68 70 77 72.8 
D 77 61 86 77 78 70 74.8 
E 74 78 65 64 69 54 67.3 
F 56 57 53 64 61 72 60.5 
G 46 59 49 52 56 66 54. 7 
H 41 52 48 39 43 72 49.2 
54 49 46 51 55 56 51. 8 
54 56 78 57 60 66 61. 8 
K 58 67 60 43 38 73 56.5 
L 50 59 54 43 59 76 56.8 




際間の利害対立， 4.不況・失業・倒産， 5.世界人口の激増の 5項目である O どの集団においても，
これらの 5項目のうちのどれか1つが第1位の不安率を示している O





容の順位を一位から順次みてゆくと1.資源・食料不足， 2.不況・失業・倒産， 3.家庭内暴力， 4. 
受験競争の激化， 5.老齢人口の増大，エゴイズムの増大・世代間断絶，離婚の増加となるが，この







Fig. 1 ~ 6までの空間布置図は各集団の12項目 X3カテゴリー(+不安，土中間，一安心)の
36項目を 2次元の空間に位置づけたものである口各アイテム・カテゴリー(+， ::!:，ー のサインのつ
いた項目)が同じカテゴリー同士でまとまっている場合に，この回答は安定した構造をもっている
と考えられる O 又，この安定の程度を示す相関比マ (correlationRatio)の値が各次元(軸)毎に
算出されているが， (れは I軸の相関比， マ2はH軸の相関比， す3は皿軸の相関比をあらわす)， 
Table 6-d Rank Order Correlation of each groups 
a b C d e 
a 
b .724 
C .770 .759 
d .840 .703 .794 
e .791 .700 .818 .962 
f .280 .407 .252 .194 .242 
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Fig.l Two dimensional configuration of items regarding Axes 1 and 1of Quantification 1 
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それによると第I軸 第E軸ともに最も安定している布置図を描いているのは， Fig. 6の神学生
の回答構造であり，又，最も不安定と思われるのは Fig.1と2の男女大学生の回答構造であるこ
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Fig.2 Two dimensional configuration of items regarding Axes I and 1of Quantification 1 
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Fig.4 Two dimensional configuration of items regarding Axes 1 and 1ofQuantification 1 
(Medical Students) 
す1=0.339 
























































ように思われる D その問題についての不安意識に黒白がはっきりとついているのである O 又，神学
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ませる場合もある O 再生願望だけで，短絡的に死に急ぐこともある O 戯れの快楽指向だけで残酷な
殺人を行うこともあるO 青年が切に望む原初的なエネルギーの発散は自分の生命が躍動し，燃焼す
ることで全うされるのだが それが抑えられている現状であれば，漠然とした不安感だけが増大す









危機感，不安感である or不安はめまいにたとえることが出来る O 大きく口をひらいた深淵をその
日でのぞきこんだ人はめまいをおぼえるO だが，その原因は何かといえば，それは深淵であると同
様に彼の目でもある O ……，このようにして不安は自由のめまいである。」と Kierkegoardは主張
するD ある日，暗い深淵(死，無)をのぞきみた自己 (Self)は確実に訪れるおのれの孤独な死を
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